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と sn-2 に配置されている（なお，本稿では sn-1 位
にパルミチン酸（16 :0），sn-2 位にアラキドン酸




















グリセロリン脂質の sn-2 位を加水分解する PLA2

























sPLA2 群や iPLA2 群も細胞によってはエイコサノ
イド産生を促進することが示されていることから，
図 1　グリセロリン脂質の構造
上段： sn-1 位にパルミチン酸，sn-2 位にアラキドン酸を持つホスファチジルコリン





















ン酸遊離に cPLA2αをはじめとする PLA2 依存的経











LTA4 水解酵素や LTC4 合成酵素により，それぞれ





































































本細胞を IL-1βで 24 時間刺激すると PGE2，PGD2，






ACSL 阻害剤である triacsin C を用いて，IL-1β刺
激によるこれらの PG 産生に及ぼす効果を検討し




とき，triacsin C 処理は PG産生の律速酵素である
COX-2 の誘導に影響を与えなかったことから，



















特異的な small interfering RNA（siRNA）を用い
てACSL タンパク質をノックダウンした際のアラ
キドン酸代謝物産生の経時変化を解析した．まず，
コントロール siRNA で処理した 3Y1 細胞では，














進されており，刺激後 12 ～ 24 時間で産生量がプラ
トーに達することが明らかとなった．また，アラキ
ドン酸代謝物の産生量についても，コントロール







































































では，コントロール細胞と比べて 16 :0/20 : 4 PC，







































活性化状態：IL-1βなどの刺激により cPLA2αの活性化と COX-2 の発現誘導が起こ
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